
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(

１)
 

豊
田
市
被
災
者
生
活
再

建
支
援
金
支
給
制
度 

 

①
豊
田
市
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
支
給
制
度
の
拡
充
内
容 

 (

２
）
避
難
所
に
お
け
る
良
好

な
生
活
環
境
の
確
保 

 

①
内
閣
府
通
知
に
つ
い
て
の
市
の

協
議
・
取
組
内
容 

・
内
閣
府
「『
避
難
所
に
お
け
る
良

好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
向
け

た
取
組
指
針
』
等
の
改
定
に
つ

い
て
」
の
通
知
（
令
和
４
年
４

月
６
日
）
よ
り
、
市
の
協
議
・

取
組
内
容
は
。 

 

②
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
の
設
置 

③
地
震
・
液
状
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ 

プ
の
危
険
区
域
に
あ
る
避
難
所 

 (
３
）
災
害
時
の
情
報
伝
達 

 

①
河
川
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
情
報

伝
達
、
増
設
に
よ
る
効
果 

②
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
状
況 

③
防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
配
布
、
貸
出

に
よ
る
普
及 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

豊
田
市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
２
日
に
開
会
。
会
期
は
９
月
２
９
日
ま
で

の
２
８
日
間
で
す
。
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議
は
、
一
般
質
問
で
市
民

の
声
を
も
と
に
市
政
に
提
起
し
ま
す
。
質
問
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

（
議
場
の
傍
聴
席
は
間
隔
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
市

議
会
中
継
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
視
聴
で
き
ま
す
。
） 

  

 

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症 

の
状
況
と
検
査
・
診
療 

 

①
豊
田
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
の

開
催
と
検
討
内
容 

・
愛
知
県
の
Ｂ
Ａ
・
５
対
策
強
化 

宣
言
を
受
け
て
検
討
し
た
内 

容 

②
感
染
者
の
状
況 

・
入
院
、
宿
泊
療
養
中
、
自
宅 

療
養
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数 

③
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
人

の
検
査
・
診
療
と
今
後
の
対
応 

④
高
齢
者
・
障
が
い
者
施
設
の
職

員
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査 

 

（
２
）
学
校
等
で
の
抗
原
検

査
の
現
状 

 

①
こ
ど
も
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
け
る
職
員
の
抗
原
検

査
の
現
状 

②
学
校
に
お
け
る
職
員
の
抗
原

検
査
の
現
状 

③
児
童
生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト 

    

８
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、

東
北
地
方
か
ら
北
陸
地
方
で
は
大

雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
な
ど

記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
。
そ
の
後

も
、
東
日
本
や
西
日
本
で
の
局
地
的

大
雨
、
北
海
道
や
青
森
県
で
の
記
録

的
大
雨
、
台
風
８
号
の
影
響
で
、
浸

水
被
害
、
交
通
網
の
寸
断
な
ど
、
住

民
の
生
活
と
地
域
経
済
に
深
刻
な

影
響
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。 

昨
年
８
月
だ
け
で
も
、
全
国
で
死

者
１
３
人
、
住
宅
被
害
は
全
壊
４
５

棟
、
床
下
浸
水
等
、
全
６
４
６
６
棟

被
害
と
な
っ
た
。
災
害
時
に
む
け
た

情
報
伝
達
等
の
対
策
を
聞
く
。 

（
時
間
が
前
後
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
） 

 

根
本
み
は
る
市
議 

 
 
 
 
 

午
後
の
１
番
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日本共産党の要請の方向が、世界の圧倒的多数の声に 

 ――第 10回 NPT再検討会議の結果について 

2022年 8月 27日  日本共産党幹部会委員長 

                            志位 和夫 

一、８月 1日から開催されていた第 10回核不拡散条約（NPT）再検討会議は 26日、最終文書での合意に至ら
ず、採択できないまま終了しました。唯一反対を表明したロシアはもとより、「核抑止力」に固執して「核兵器のな
い世界」への前進を押しとどめようとした核保有 5大国の姿勢を厳しく非難します。 

 「冷戦の最盛期以来、かつてないほど核兵器使用の脅威が高まっている」（最終文書案）にもかかわらず、
NPT第 6条の核軍備撤廃義務を履行しようとしない核保有国の姿勢は、国際社会からの厳しい批判をよびおこ
さざるをえないでしょう。 

一、今回の再検討会議では、核兵器禁止条約を力に、非核兵器国から、説得力のある攻勢的な議論がくりひろ
げられ、核保有国は「核軍縮のための情勢づくりが必要」などという言い訳で防戦に追い込まれました。 

 採択されなかったとはいえ、ロシアをのぞくすべての締約国が異議をとなえなかった最終文書案には、「核兵器
の使用がもたらす壊滅的な人道的結末への深い懸念」、条約第 6条のもとで約束している「核兵器の全廃を達
成するという核兵器国の明白な約束の再確認」、核兵器禁止条約の発効とその第一回締約国会議の開催を「認
識」することなどが盛り込まれました。 

 このことは、再検討会議にさいして、日本共産党が行った要請の方向が、多くの核保有国も否定できない、世
界の圧倒的多数の声になっていることを示すものです。 

一、核兵器廃絶は、「核兵器の使用・威嚇を防ぐ唯一絶対の保障」（最終文書案）であり、そのカギは、核保有国
と同盟国がしがみついている「核抑止力」論を克服することです。そのために、核兵器の禁止を求める諸国政府
と市民社会の共同と国際世論のいっそうの発展が強く求められています。 

 会議期間中、核兵器禁止条約の締約国・署名国は共同声明を発表し、「核兵器は、強制、脅迫、緊張激化に
つながる政策の道具として使用されている」と「核抑止力」論をきびしく批判しました。そして、「核兵器禁止条約と
ＮＰＴとが補完関係にある」ことの認識が重要だと強調しました。 

 二つの条約を「車の両輪」として、「核兵器のない世界」に向けて前進することが急務となっており、それを実現
する力は、世界の多数の国ぐにの政府と市民社会の共同を広げることにあることを強く訴えるものです。 

一、唯一の戦争被爆国の首相として初めて参加した岸田首相が、会議の焦点だったNPT第6条にも、核兵器禁
止条約にも一言も触れず、世界の流れに逆行する姿勢をあらわにしたことは恥ずかしいことです。 

 日本共産党は、唯一の戦争被爆国で活動する政党として、日本が一日も早く核兵器禁止条約に署名・批准す
るよう、奮闘する決意をあらたにするものです。 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

第
３
４
回
豊
田
市
平
和
を
願

う
戦
争
展 

 
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た 第
３
４
回
豊
田
市
平
和
を
願
う
戦
争

展
実
行
委
員
会 

 

８
月
２
７
日
～
２
８
日
の
２
日
間
に

渡
っ
て
豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
豊
田
市
平
和
を
願
う
戦
争
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
か
ら
の

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
こ
の
規
模
で
の
２

日
間
開
催
は
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
の
べ
４
２
０
人
の
参
加
で
、
好
評

の
う
ち
に
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
の
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、
平
和
憲
法
が
変
え
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
国
内
情
勢
も
あ
っ
て
か
、
来

場
さ
れ
た
方
た
ち
が
、
真
剣
に
熱
心
に

展
示
に
見
入
っ
て
い
る
様
子
が
印
象
的

で
し
た
。
と
り
わ
け
、
広
島
市
立
基
町

高
校
の
美
術
部
の
生
徒
た
ち
が
、
被
爆

者
か
ら
話
を
聞
い
て
そ
れ
を
絵
に
描
い

た
作
品
の
展
示
は
、
若
い
世
代
が
平
和

の
バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
と
受
け
取
っ
て

く
れ
て
い
る
事
実
と
し
て
、
見
た
方
た

ち
の
心
に
深
く
残
っ
た
よ
う
で
す
。 

１
９
９
７
年
に
新
婦
人
の
会
員
を
中

心
に
数
人
で
さ
さ
や
か
に
始
め
た
こ
の

戦
争
展
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
こ
と
も

皆
さ
ん
に
褒
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
継
続
は
力
な
り
、
で
す
。 

今
回
も
多
く
の
方
々
に
様
々
な
形
で

ご
協
力
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
協
賛

金
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
当
日

も
ス
タ
ッ
フ
を
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ

ん
、
そ
の
他
ご
協
力
下
さ
っ
た
皆
さ
ん

に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。 


